




















































































音判定』 （発音能力を評価する判定ソフト） を受験させ，その後 6回の授業で，各約 60分ずつ『発
音力』 （練習ソフト） で発音練習に取り組ませた（前後 15分は，機器の配布や回収，各種説明等）。
学生のソフト発音練習中は，教員は教室を巡回し，随時個別指導を行った。






















































































Lesson 1  日本語の「ア」と紛らわしい音（［æ］ ［Λ］ ［ɑ］）
Lesson 2  日本語の「イ」と紛らわしい音（［i:］ ［ɪ］）
Lesson 3  日本語の「ウ」と紛らわしい音（［u:］ ［ʊ］）
Lesson 4  日本語の「エ」と紛らわしい音（［e］ ［eɪ］）
Lesson 5  日本語の「オ」と紛らわしい音（［ɔ:］ ［oʊ］）
Lesson 6  Rの音を添える音
Lesson 7  ［b］ vs. ［v］
Lesson 8  ［ f］ vs. ［v］
Lesson 9  ［s］ vs. ［ʃ］ vs. ［θ］
Lesson 10 ［ð］






フトの一部として開発したTotal test （発音能力を判定）を2回実施した。Total testは2部構成となっ
ており，音素の測定を行うWord test と，韻律の測定を行う Sentence testを行った。各テストのス













Test type Pretest Posttest P-value
Word test 82（78-87） 83 （80-89） ＜0.001
Sentence test 89（74-95） 91（78-96）  ＜0.001
4.2　学生授業評価アンケートの結果
アンケートは，全 22問のマークシート形式で独自に作成した。どの程度同意するかという設問
については，5つの選択肢を設定した：5．とてもそう思う （strongly agree）　4．そう思う （agree）　











































図 4　ソフト練習前の教員指導は有効だったか？ 図 5　教員との一斉発話練習は役立ったか？
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